
デスクワーク作業時の呼吸代謝に及ぼす香りの影響
に関する研究

言語: jpn

出版者: 室蘭工業大学SVBL

公開日: 2010-07-20

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 中島,  拓朗, 大道,  雄喜, 上村,  浩信, 金木,  則明,

島田,  浩次

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10258/502URL



デスクワーク作業時の呼吸代謝に及ぼす香りの影響
に関する研究

著者 中島  拓朗, 大道  雄喜, 上村  浩信, 金木  則明
, 島田  浩次

雑誌名 サテライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー
年報

巻 8
ページ 73-74
発行年 2009-03
URL http://hdl.handle.net/10258/502



テ TI:=三 言--I---き洋 美 ≡幸三 ≡芋 墓 チモ薫 三 三 吉 事誓 三三害 誓 這業 苦=委≡章票

中島拓朗1),大道雄善2), 上村浩信3), 金木則明1),島田浩次1)

1)室蘭=業大学情報=学科, 2 )室蘭工業大学SVBL 3)室蘭=業大学共通講座

-/i上はに,めに

近年､オープイス【･コ1.iビュータの導入によi･)､業務を巨

勧化､端末からデ-夢をAカして事務処理釣一部をコン

ど,=L一一到ニ任せる｢オフィス【せ -トメ-シ≡ン(0′凸も)｣化が

急速に浸透した｡これにより文書作成華デー嚢管理もイ

ン夢-ネットを利潤した情報収集など､効果的対効率的

な情報内事務処理を行うことが可能となった｡

しかし/.ながら､毎ヨItfT)･仕･事でのデスやり---タなどによ

根 尾時間同じ作業を行ったり句同じ姿勢をとり続けたり

することにより､眼精疲労華､首詞腰瑚扇のこり､痛みなど

を発生する原因となる｡

そんなストレスの多い講代社会において､香眉こよる

スト虹ス緩和件周が注目されるようになった(1)(2)0

香りは気分を高遠させたり､リフレッシュさせたりする

ことで知られているが､そ釣効果は経験的､主観的な判

断によるものが多く.､二オイの感覚は未知なる部分が多

いとされている｡

そこで本研究では..タイピングによるデスクワーク作

業を行わ せ 句 そ の過程で呼吸代謝に香りが及ぼす影響

を呼吸 代 謝 計 測 システムから測定､評価を行った｡

完 . 方 法

銅)実験潜法

被験者は 19-26歳の健康な男子 16名である.実験

は室温2堵±0.506､相対湿度55.5±5%の環境管理室で

行った｡被験者には予め体調の管理等の注意を促 した｡

被 験者には背もたれ翰ない椅子に座 り､8分間(安静期)

背筋を伸ばした状態を保った｡次に測定者の合図によ

喝､前傾姿勢にな喝相 分間(免荷期)嚢イビングをする｡事

イビングする内容は両手の負荷バラ:/･スをとる手法で行

った｡次に姿勢を元に戻してもらい､12分間(回復期)安

静に』てもらった(図師 図2)｡以立脚実験 を 頂健ットと』､

ゼット間は 45鎗間の休憩及び換気を行った｡
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i:慧)香 芝･jq=

レモ ンオ イ]i_Ju青葉オイル･.赤r.7イン(鶴沼 Zwe鹿eit

Rebe)E白 F9イン(特選ナイアガラ)､さらに一般的に不快

臭として扱われているイソ吉草酸の計五種類を用いて

効果を検討した｡香り呈示の際は､香り発生 装 置 (株式

会 社 新電気製作所)を開いて､発生Ⅲを前 鼻 孔 の下

10cmに近づけて呈示した｡

(3)香 雛悶象欝沙廓-睦

1せ:/･卜終了後毎に香りの印象アンケートとして､｢好

き｣｢くつろぐ｣｢す)ラックス｣｢穏やか｣｢さわ華か｣｢落ち着

く.j｢気持ちが良い｣の計七項目を l-了の七段階で評価

』てもらった｡

3t解横溝 法

安静期同免荷期罰回復期をそれぞれ二つにう射す､コント

m-1♭期(0-堵分)詞ニオイ呈示期(紅8分)旬免荷期①(8-13

鎗)田負荷期②(13-18分)田回復期①(19-24分)取回復期②

(25-So鎗)とし､それぞれの測定値を平均化』､コントm

-ル期碍値を基準として各時間帯の相対値とその標準

偏差を求めた｡また､各時間帯で無臭と香り(レモン田青

葉 p赤 ワ イ ン【･白ETj'インイ ソ吉草酸)との問で対応のある

も検 定 (p く 0 .0 5 )を行った ｡



軌 結 果
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丑 ネ ル ギ ー 消 費 量 で は も 免 荷 期 に お ら鴇で 無 臭 と 比 成

育 葉 目 白 ウ イ 二十 .イ t1..,･:吉 草 酸 が ､.至野 塩 葦 に お い ､て::青 葉 が

有 意 に 高 も湖 直 を 示 』 た ｡
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鎗桁を行った｡

青葉基準
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底イソ吉草酸

図 4青 葉 を基 準 とした 主 成 分分析

ここ竃､主成分得点 僻 止 位 碍 被 験者(相 Å鈎申竃は

青葉を快と捉えた)8名凄 ､残 り碍 低』鴫 から8名を分け

て言仁ネルギ-消費量恥サラブを示したと11-:I.ち.I,翠 .:･:n･:':;r:.,:I.･!.:･

肇になった｡
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図 5主成分鎗析得点別蕊ネルギ-消費量

得点漉位が得点滞位官二期』も免荷期におい竃有意昏=

貰い産をL.Y覇:A::した｡また､薫IA:,,;･､上目三三一コ工 了;I:::i-i..'=N.潤 薄rI',TI下転

梁がみられた｡

5 .番東

園 3よ闇も呼吸代謝と』管主に指標とされる丑ネルギ-

薄 糞 量が無異と:.I;二･ヾ青葉･白:IF立 ノL･イモ′7青草配点香し:I,pL

竃 有 意に高齢値を示』も代謝を高め竃いると考えられ

る｡

主 成 曾分析から丑ネルギ-消費量におい竃宿意啓二高

;了膏亘を薫 した青葉に二､･いて∴薄点上通と韓.癌下転にや

け解 析 』た結果､被験者碍呼吸代謝に及ぼす影響に衛

意 差 が み られた｡番場を比較的快と感じた鬼憶もそう習

:京 ･I",,･･rtJ::.比 ､亘､代謝をよ巨･l三高い･lIaIに変蔓注 せた｡

ま た ､そや変数[_I.;-:;差が最も責了荒れている溝:七号∴毒席二

期 前半と免荷期 後半竃あ場､ヨ沙陸田-3』期 日安静 期 凶回

復期 竃はあまり変動が見られない｡

混‥.j二Cs;.二にとからデs:･Y:l̂JIsHコ-李咋業において青葉しき旨ブ

宵沙瓦宵ソ吉草酸を呈示する起句呼吸代謝を高めた｡特

に免荷期 にはそ釣影響がより強まると推察され%番場の

影響が呼吸代謝(濫ネnギ-消費量)に影響』たと考え

られる｡
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